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(54)【発明の名称】 循環器系疾患自己管理支援システム

(57)【要約】
【課題】  循環系疾患に関わる血中のＬＤＬコレステロ
ール値，ＨＤＬコレステロール値，血糖値，血圧値等の
生体情報を記憶し、自己管理できる支援システムの提
供。
【解決手段】  ＬＤＬコレステロール値, ＨＤＬコレス
テロール値，血糖値，血圧値等の生体情報を入力、トレ
ンド記憶・表示可能にし、コレステロール値，血糖値，
血圧値，体重値，ＬＤＬコレステロール／ＨＤＬコレス
テロール比のうちいずれかが前記標準値外にある場合、
アラーム表示を行うことを可能とする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  ＬＤＬコレステロール値，ＨＤＬコレス
テロール値，血糖値，血圧値，体重等の生体情報を入力
する入力手段、
入力されたＬＤＬコレステロール値，ＨＤＬコレステロ
ール値からＬＤＬコレステロール／ＨＤＬコレステロー
ル比を演算する演算手段、
ＬＤＬコレステロール値,ＨＤＬコレステロール値，血
糖値，血圧値，ＬＤＬコレステロール／ＨＤＬコレステ
ロール比を記憶する記憶手段、
前記ＬＤＬコレステロール値,ＨＤＬコレステロール
値，血糖値,血圧値、ＬＤＬコレステロール／ＨＤＬコ
レステロール比のうちいずれかを任意に選択してトレン
ド表示可能とする表示手段、
記憶された前記ＬＤＬコレステロール値，ＨＤＬコレス
テロール値，血糖値，血圧値，体重値，ＬＤＬコレステ
ロール／ＨＤＬコレステロール比とそれらの標準値を比
較する比較手段、
前記ＬＤＬコレステロール値,ＨＤＬコレステロール
値，血糖値，血圧値，体重値，ＬＤＬコレステロール／
ＨＤＬコレステロール比のうちいずれかが前記標準値外
にある場合、アラーム表示を行うことを可能とする循環
器系疾患自己管理システム。
【請求項２】  情報通信ネットワークを介して  請求項
１に記載の循環器系疾患自己管理システムと医療サイト
との間で、前記ＬＤＬコレステロール値，ＨＤＬコレス
テロール値，血糖値，血圧値，ＬＤＬコレステロール／
ＨＤＬコレステロール比のデータの送信を可能としたこ
とを特徴とする循環器系疾患自己管理支援システム。
【請求項３】  前記ＬＤＬコレステロール値，ＨＤＬコ
レステロール値，血糖値，血圧値，ＬＤＬコレステロー
ル／ＨＤＬコレステロール比に基づいてなされた判断結
果を前記情報通信ネットワークを介して請求項１に記載
の循環器系疾患自己管理システムへフィードバックする
ことを可能とする循環器系疾患自己管理支援システム。
【請求項４】  前記情報通信ネットワークを介して請求
項１に記載の循環器系疾患自己管理システムと前記医療
サイトとの間で実画像及びまたは音声による双方向の通
信を行うことを特徴とする請求項２，３のいずれかに記
載の可能とする循環器系疾患自己管理支援システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、循環系疾患に関わ
る血中のＬＤＬコレステロール値，ＨＤＬコレステロー
ル値，血糖値，血圧値等の生体情報を自己管理するシス
テム及びその支援システムに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】従来、集団検診、定期検診等により毎年
１回、血中のＬＤＬコレステロール値,ＨＤＬコレステ
ロール値、血糖値等を検査し、その結果は数週間後に被
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検者各人にそのデータがシートにプリント出力されて報
告されていた。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、年１回
の検査のデータでは、血中のＬＤＬコレステロール値，
ＨＤＬコレステロール値，血糖値，血圧値等の生体情報
のトレンドを把握できず、動脈硬化等の循環系疾患の予
防が後手になるという問題があった。
【０００４】本発明は、上記問題点に鑑みてなされたも
のであり、循環系疾患に関わる血中のＬＤＬコレステロ
ール値,ＨＤＬコレステロール値、血糖値、血圧値等の
生体情報を記憶し、自己管理Ｒ。システム及びその支援
システムを提供することを目的とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】上記課題を解決するため
に、本発明の循環器系疾患自己管理システムは、ＬＤＬ
コレステロール値，ＨＤＬコレステロール値，血糖値，
血圧値等の生体情報を入力する入力手段、入力されたＬ
ＤＬコレステロール値，ＨＤＬコレステロール値からＬ
ＤＬコレステロール／ＨＤＬコレステロール比を演算す
る演算手段、ＬＤＬコレステロール値，ＨＤＬコレステ
ロール値，血糖値，血圧値，ＬＤＬコレステロール／Ｈ
ＤＬコレステロール比を記憶する記憶手段、ＬＤＬコレ
ステロール値，ＨＤＬコレステロール値，血糖値，血圧
値，ＬＤＬコレステロール／ＨＤＬコレステロール比の
うちいずれかを任意に選択してトレンド表示可能とする
表示手段、記憶された前記ＬＤＬコレステロール値，Ｈ
ＤＬコレステロール値，血糖値，血圧値，ＬＤＬコレス
テロール／ＨＤＬコレステロール比と標準値を比較する
比較手段、ＬＤＬコレステロール値,ＨＤＬコレステロ
ール値，血糖値,血圧値、ＬＤＬコレステロール／ＨＤ
Ｌコレステロール比のうちいずれかが前記標準値外にあ
る場合、アラーム表示を行うことを可能とする。
【０００６】また、情報通信ネットワークを介して  循
環器系疾患自己管理システムと医療サイトとの間で、Ｌ
ＤＬコレステロール値，ＨＤＬコレステロール値，血糖
値，血圧値，ＬＤＬコレステロール／ＨＤＬコレステロ
ール比のデータの送信を可能とする循環器系疾患自己管
理支援システムである。
【０００７】また、ＬＤＬコレステロール値,ＨＤＬコ
レステロール値，血糖値,血圧値、ＬＤＬコレステロー
ル／ＨＤＬコレステロール比に基づいてなされた判断結
果を情報通信ネットワークを介して循環器系疾患自己管
理システムへフィードバックすることを可能とする循環
器系疾患自己管理支援システムである。
【０００８】また、情報通信ネットワーク２を介して循
環器系疾患自己管理システムと医療サイトとの間で実画
像及びまたは音声による双方向の通信を行うことを可能
とする循環器系疾患自己管理支援システムである。
【０００９】
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【発明の実施の形態】以下添付図面を参照して、本発明
を好適な実施形態に従って詳細に説明する。図１は、本
発明の実施形態における循環器系疾患自己管理システム
及び循環器系疾患自己管理支援システムを示している。
【００１０】図１において、１は在宅サイト、100は在
宅サイト１において携帯可能な携帯端末機で、ＬＡＮ，
ＶＡＮ，電話回線，インタ―ネット等による情報通信ネ
ットワーク２と無線または有線で接続可能な携帯端末機
である。３は病院，診療所，開業医等の医療サイトのホ
ストコンピュータ、１６は血中のＬＤＬ値，ＨＤＬ値，
血糖，血圧等の生体情報を測定する血糖計，電子血圧
計，ＬＤＬコレステロール値，ＨＤＬコレステロール
値，血糖値等を測定する血液検査装置等の生体情報測定
装置である。
【００１１】在宅サイト１には、パーソナル・コンピュ
ータ１０が備えられ、ＣＰＵ１０ａ、外部通信部１１、
カラー液晶等で構成される表示部１２、マウス,キーボ
ード,キーパッド等で構成される入力部１３、ＲＡＭ,Ｒ
ＯＭ等で構成される記憶部１４、記憶された生体情報を
基に、ＬＤＬ／ＨＤＬ比値を演算したり、ＬＤＬコレス
テロール値,ＨＤＬコレステロール値，血糖値，血圧
値、演算されたＬＤＬコレステロール／ＨＤＬコレステ
ロール比とそれぞれの標準値を比較する演算部(演算手
段) １５を備えている。表示部１２は、ＬＤＬコレステ
ロール値,ＨＤＬコレステロール値，血糖値，血圧値，
ＬＤＬコレステロール／コレステロールＨＤＬ比等の生
体情報ををトレンド表示したり、これらの生体情報値が
標準値外にある場合、アラーム表示を行うことを可能と
なっている。なお、図２は、記憶、演算された生体情報
の一例を示す表示画面である。
【００１２】病院，診療所等の医療サイト３には、ホス
ト・コンピュータ３０が備えられ、ＣＰＵ３０ａ、外部
通信部３１、カラー液晶等で構成される表示部３２、マ
ウス,キーボード,キーパッド等で構成される入力部３
３、ＲＡＭ,ＲＯＭ等で構成される記憶部３４、演算部
(演算手段) ３５を備えている。表示部１２は、在宅サ
イトの利用者のＩＤ番号などの識別番号と対応付けし
て、利用者毎のＬＤＬコレステロール値,ＨＤＬコレス
テロール値，血糖値，血圧値，ＬＤＬコレステロール／
コレステロールＨＤＬ比等の生体情報ををトレンド表示
したり、これらの生体情報値が標準値外にある場合、ア
ラーム表示を行うことを可能となっている。また、演算
部(演算手段) ３５では、利用者のＬＤＬコレステロー
ル値,ＨＤＬコレステロール値，血糖値，血圧値，ＬＤ
Ｌコレステロール／コレステロールＨＤＬ比等の平均値
を演算して、情報通信ネットワーク２を介して、利用者
にフィードバック可能になっている。なお、図２は、記
憶、演算された生体情報の一例を示す表示画面である。
【００１３】ここで、上記生体情報に基づく判断例を示
す。ＬＤＬコレステロール値の標準値：７０～１３９ｍ*
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*ｇ/ｄＬ，ＨＤＬコレステロール値の標準値：４０～８
０ｍｇ/ｄＬ(女性の場合４０～８５ｍｇ/ｄＬ)，血糖値
の標準値：６０～１０９ｍｇ/ｄＬ，血圧値の最高血圧
の標準値：９０～１５０ｍｍＨｇ，血圧値の最低血圧の
標準値：６０～８９ｍｍＨｇ，ＬＤＬコレステロール／
ＨＤＬコレステロール比の標準値が記憶手段１４に記憶
されている。
【００１４】生体情報測定装置１６で取得されたＬＤＬ
コレステロール値，ＨＤＬコレステロール値，血糖値，
血圧値を記憶する。また、オプションとして体重値も入
力、記憶可能となっている。得られた生体情報(データ)
は、外部通信部１１を介して赤外線通信,光通信等の無
線またはケーブルを介して有線でコンピュータ１０に送
信するか、外部通信部１０１,１１を経て携帯端末機１
００に一旦ダウンロードした後、外部通信部１０１、情
報通信ネットワーク２、外部通信部１１を経てコンピュ
ータ１０に送信されて記憶部１４に記憶される。また、
オプションとして体重値も入力、記憶可能となってい
る。また、このデータは、情報通信ネットワーク２を経
て在宅サイトの識別番号と共に医療サイト３のコンピュ
ータ３０の記憶部３４にダウンロード可能とされてい
る。
【００１５】情報通信ネットワーク２を介して、ＣＰＵ
１０0ａ、カラー液晶等で構成される表示部１０２、キ
ーボード,キーパッド等で構成される入力部１０３、Ｒ
ＡＭ,ＲＯＭ等で構成される記憶部１０４を備えた携帯
端末機１００は、外部通信部１０１，１１を介してコン
ピュータ１０と相互に通信可能となっている。また、こ
の携帯端末機１００で生体情報の入力、トレンドデータ
の表示、確認ができるようにしてもよい。
【００１６】得られた生体情報が標準値内か否かを演算
部１５で演算する。標準値から外れた場合、「動脈硬化
の可能性あり」等の判断を行い、表示部１２に表示し、
使用者に注意を促す。また、生体情報測定装置１６とし
てコロトコフ音型血圧計を使用し、取得されたコロトコ
フ音の波形パターン(図３)から演算部１５で動脈硬化の
可能性の判断・表示を行うようにすることも可能とな
る。
【００１７】また、情報通信ネットワーク２を介して在
宅サイト１と医療サイトとの間で実画像及びまたは音声
による双方向の通信を行うことにより、循環器疾患の予
防についてのきめ細かい支援が可能となる。
【００１８】
【発明の効果】こうして、生体情報をトレンド表示確認
でき、標準値から外れた場合は、アラーム表示により健
康についての注意が喚起されるので、循環器系疾患の予
防の自己管理、及びその支援が可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態におけるブロック図である
。
【図２】本発明の実施形態における表示例である。
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【図３】本発明の実施形態に血圧計による循環疾病の判
断例を示す図である。
【符号の説明】
1…在宅サイト、２…情報通信ネットワーク、３…ホス
トコンピュータ、16…生体情報測定装置、１０…パーソ

6
ナルコンピュータ、３０…コンピュータ、１０ａ，３０
ａ１００ａ…ＣＰＵ、１１,３１,１０１…外部通信部、
１２,３２,１０２…表示部、１３,３３,１０３…入力
部、１４,３４,１０４…記憶部、１５,３５,１０５…演
算部

【図１】
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【図２】

【図３】
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